
に
は
、
延
喜
式
内
社
の
大
国
魂

北
西
方
向
約
三

0
0
m
の
位
置

五
km
の
所
に
位
置
す
る
。
ま
た
、

里
遺
跡
の
南
東
方
向
約

一・

九
九
％
は
、
五
世
紀
中
葉
か
ら
一

0
世
紀
後
葉
に
比
定
さ
れ
る
河
川
跡
か
ら
の

な
い
が
、

出
土
で
あ
る
。
こ
の
河
川
跡
は
、
調
査
範
囲
の
北
側
部
に
ほ
ぼ
東
西
に
走
る
か

た
ち
で
確
認
さ
れ
た
。
幅
は
、
北
側
の
岸
が
調
査
範
囲
内
で
は
確
認
さ
れ
て
い

1
0
 m
以
上
に
わ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
深
さ
は
、
確
認
面
よ
り

ニ

・
五
m
-
I
・
O
 m
で
あ
る
。
遺
物
の
内
訳
は
、
墨
書
土
器
一
八

0
点
を
含

む
土
師
器

・
須
恵
器
が
大
半
を
占
め
、
こ
の
ほ
か
剣
形

・
鏡
形
の
滑
石
製
模
造

品

・
碧
玉
製
管
玉
、
手
捏
土
器

・
土
玉

・
土
馬

・
舟
形

・
異
形
の
土
製
品
、
紡

れ
る
根
岸
遺
跡
は
、
荒
田
目
条

で
あ
る
。
磐
城
郡
街
に
比
定
さ

磐
城
郡
磐
城
郷
に
属
す
る
地
域

跡
八
条
、
古
代
！
近
世
の
土
坑
等
一
八
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

調
杏
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

一
九
九
三
年
（
平
5
)

四
月
ー
七
月

吉
田
生
哉

・
矢
島
敬
之

五
世
紀
中
葉
し
一
七
世
紀
初
頭

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

荒
田
目
条
里
遺
跡
は
、
平
市
街
地
の
東
方
約
四
km
、
夏
井
川
下
流
の
右
岸
に

位
置
す
る
。
太
平
洋
の
海
岸
線
よ
り
西
へ
約
三
km
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
陸
奥
国

7
 
6
 
5
 

河
川
跡

・
祭
祀
跡

4
 

は
四

・
O
m
前
後
を
測
る
。

3

発
掘
機
関
闘
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

2

調
査
期
間

1

所
在
地

福
島
県
い
わ
き
市
平
菅
波
字
礼
堂

あ

っ

た

め

福
島

・
荒

田

目

条

里

遺

跡

こ
ち
ゃ
え
ん

多
量
に
出
土
し
た
小
茶
円
遺
跡
（
本
誌
第

一
四
・一

五
号
）
は
、
本
遺
跡
の
北
側

に
隣
接
す
る
。
今
回
の
調
資
地
点
は
、
常
磐
バ
イ
パ
ス
施
設
工
事
に
伴
っ
て
発

掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
付
札
木
簡
や
多
量
の
木
製
品

・
土
製
品
の
祭
祀
遺
物
を

検
出
し
た
古
代
河
川
跡
（
本
誌
第
一
三
号
）
の
西
側
隣
接
地
帯
で
あ
り
、
河
川

跡
の
上
流
部
に
あ
た
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
海
退
過
程
に
形
成
さ
れ
た
浜
堤
が

数
列
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
海
岸
線
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
約
一

八
0
0
年
前
と
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
第

一
浜
堤
（
最
内
陸
部
）
の
東
側
裾
部

に
立
地
し
、
低
湿
地
と
の
境
に
位
置
す
る
。
現
況
は
、
畑
地
と
水
田
で
、
標
高

今
回
の
調
査
は
、
工
場
造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ
る
。
調
壺
面
積
は
、
東

西
約
六

0
m
、
南
北
約
――1
0
m
に
わ
た
る
一
八

0
0
2
m
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、

古
墳
時
代
前
期
の
竪
穴
住
居
跡
一
棟
、
古
代
河
川
を
含
む
溝

遺
物
の
出
土
量
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約
二
0
0
箱
で
あ
る
。
出
土
遺
物
の
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1994年出土の木簡

8
 (1) 

-, 

〔
宜
ヵ
〕

奉
宣
別
為
如
任
件
口

以
五
月
一
日

右
田
人
為
以
今
月
一
二
日
上
面
職
田
令
殖
可

□

発
如
件

錘
車

・
手
斧

・
鈍

・
刀
子

・
鏃

・
や
す
り

・
馬
具
な
ど
の
金
属
製
品
、
木
簡
、

絵
馬
、
人
形

・
馬
形

・
刀
形
・
弓
形

・
矢
形

・
舟
形
、
陰
物

・
陽
物
、
椀

・

皿

・
蓋

・
鉢

・
折
敷

・
曲
物

・
杵

・
砧

．
鍬

・
研爪

．
刀
子
柄

・
手
斧
柄

・
下

駄

・
櫛
な
ど
の
木
製
品
、
馬
骨

・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

・
ク
ル
ミ

・
モ
モ

・
ウ
メ

・
シ

ウ
ビ

・
ヒ
シ
な
ど
の
自
然
遺
体
で
あ
る
。

遺
跡
の
性
格
を
示
す
遺
物
に
は
、
木
簡
や
絵
馬
を
含
む
多
最
の
木
製
品
の
ほ

か
に
、
人
面
墨
書
土
器
や
墨
書
土
器

・
刻
書
土
器
が
あ
る
。
人
面
墨
書
土
器
は
、

ロ
径
一
四

・
三
em
、
底
径
八

．
o
e
m
、
高
さ
八

・
――
-cm
の
手
捏
に
よ
る
鉢
で
、

体
部
に
髭
面
の
顔
と
墨
書
が
見
ら
れ
る
。
墨
書
土
器
や
刻
書
土
器
の
中
で
判
読

で
き
る
も
の
に

「磐
城
口
／
磐
城
郷
／
丈
部
手
子
麿
／
「
召
代
」
」
（
人
面
墨
書

土
器
）

「多
臣
永
野
麿
身
代
」

「正
八
」

「赤
井
」

「
田
島
」
「
山
寺
」

「柏
井
」

「大
舎
」

「子
成
」
「
子
」
「東
」「
中」

「
田
」
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
の
釈
文

・
内
容

・
「郡
符
、
里
刀
自
‘
手
古
丸
、
黒
成
‘
宮
沢
、
安
継
家
‘
貞
馬
、
天
地
、
子
福
積
‘
奥
成
‘
得
内
、
宮
公
、
吉
惟
‘
勝
法
、
園
隠
、
百
済
部
於
用
丸

‘
真
人
丸
、
奥
丸
、
福
丸
‘
藉
日
丸
‘
勝
野
、
勝
宗
‘
貞
継
、
浄
人
部
於
日
丸
、
浄
野
‘
舎
人
丸
、
佐
里
丸

、浄
継
、
子
浄
継
‘
丸
子
部
福
継

「不
」足
小
家

‘
壬
部
福
成
女
、
於
保
五
百
継
、
子
愧
本
家
‘
太
青
女
、
真
名
足
『
不
」子
於
足
『
合
州
四
人
』

大
領
於
保
臣

(5) (4) (3) (2) 

•

「

□

n
L
J九
月
五
日
口

・
「
謹
言
上
請

□

井
矢
十
五

□

ロロロ

口
□

口
請
給

□

口

・
「
「口
』

」

5
9
2
 X
 45
 x
 
6
 

Oll 

立
屋
津
長
伴
マ
福
麿

L_  

(
2
3
0
)
 X
 4
2
 x
 
3
 

0
1
9
 *
 

〔
丈
部
ヵ
〕

仁
寿
三
年
十
月
□

日
米
長
□

口
n
L
J

「ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
』

(
2
7
3
)

x
 
3
5
 x
 
1
0
 
0
3
3
 

右
件
米
検
納
如
件
釣
返
抄

(
1
3
1
)
 X
 26
 x
 
6
 

0
8
1
 

(
2
1
9
)
 

x
 
3
7
 x
 
8
 

0
1
9
 

・
「返
抄
検
納
公
癬
米
陸
升
匹
彗
旺
州
七
石
六
斗

n
LJDf□
¥
J

•

「-

―

右
為
客
料
充
遣
召
如
件
長
宜
承
x

「郡
符

可
口
召
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L) (OO) 

口
至
口
誤
Ill誼
口

知
疇
尋
冒
亨
ロロ
1(□

・罵［ニ
コ
ナ
ロ
科
口

(
t
,
,
)
 

「
＃
展
令
云
口

ロ
ロ
ロ
笞
丑
□□
ロ
ニ

ロロロ
口

J 

(266) X
4
0
 X
 5
 019 

6) 

「ロロ

只
苺
ロ
ロ

以
活
型
四

〔以
R
〕

ロ
ロ
苺
岳

~IJIJ
”
 

(OI) 

垣忙Sギ壬母苫61

• □□ 
I
 1口
〔聴〕
送
ド
囲
士
喫 1-¥--¥Jt-, 
I□
 

拭
活
芝
四

以
葉
出
口

拭
苺
口

涜
サ
匡
淫
：
x
〔追
;c;J

＋
井
軍
亭
讀

〔廿口
R
〕

．
菰□
年
芯
以
苺
□□

〔
釘
D
肛
な
〕

『口葉ロロコ」

米
~
~
回
毀

(148) X
3
5
X
3
 
081 

(
9
3
)
X
l
5
X
6
 
019 

(164) X
3
5
X
3
 
019 

(125) X
4
2
X
2
 
081 

(II) 
涅
玉
晒
」

〔
器
捉
R
〕

• 「
V□□
臣ナ
」

• 「
V□
=::J」

〔挙
R
訃
戸
］

・ロ
ロ
ロ
ギ
ニ
ニ
ニ
コ

• 「vrt-因兵ナ」
• 「
V□
=::J」

• 「V1n
匡*
I
苺

(157) X
 21 X
 4
 059 

CI) 

2
0
3
X
l
7
X
5
 
033 

(8I) 

(
~
1
)
 

巨）

〔
I
-R
〕

• 国
囲
担
季
出
口

国
m::+x

・
「
エ
宰
臣
ナ
ロ
ニ
~

(155) X
2
7
X
3
 
065 

言

1
8
2
X
2
2
X
4
 
033 

翌

• 「
V
ロロ

(
9
6
)
X
l
6
X
3
 
039 

(
6
2
)
X
l
5
X
5
 
019 

・「
に
ニ
コ

(196) X
2
3
X
3
 
051 

(OOI) 

1
9
7
X
2
4
X
4
 
033 

($1) 

• 「V
-fl¥
忌
1ll¥--国ナ
」

• 「
V
製□□□

• 「
V
は
m::+
ギ
rn□

(
8
7
)
X
2
5
X
3
 
039 

IOI 
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冨
酢
響
剛
〕

「
＜
同
十‐
国
十
月
」

＜
地
蔵
子

一
斜
　
　
　
」

＜
五
月
十
三
日
門
戸
介
」

〔
石
ヵ
〕

ｏ
□
□
□
子

一
回
　
」

ｏ
□
□
□
□
□
日
記
」

□
正
観
□
□
□

「我
　
　
　
吾

是
是
是

下
□
丁
□
□

「□
櫃
　
　
」

「□
□
□
□
」

「□
東
舎
」
　

　

（高
台
付
Ｊ

Ｐ
『
『
×

ω
］
×

枷
　

ｏ
∞
∞

（
μ
Ｏ
Φ
）
×
Ｎ
Ｎ
×
∞
　
ｏ
∞
∞

（
Ｐ
μ
∞
）
×
］
∞
×
卜
　
ｏ
Ｐ
Φ

含
ｏ
い
）
×

含
∞
）
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

（
μ
『
６
）
×
］
∞
×
ミ
　
ｏ
Ｐ
Φ

（
『
騨
）
×
∞
Ｐ
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ

（
ド
『
伽
）
×
Ｐ
い
×
伽
　
Φ
∞
μ

μ
ヽ
⇔
×

∞
ｏ
×

ヽ
　

Φ
騨
牌

酎
戯

ｇ
⇔
×
口
戯

８
∞
×
酎
け
謡
　
ｏ２

木
簡
は
、
前
述
の
河
川
跡
か
ら
三
三
点
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
木
簡

状
木
製
品
が
五
点
あ
る
。

ω
は
、
完
形
の
郡
符
木
簡
で
あ
る
。
短
冊
型
で
あ
る
が
、
刃
物
に
よ
り
三
分

割
し
、
そ
の

一
方
を
さ
ら
に
へ
し
折
っ
た
後
、
廃
棄
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容

は
、
郡
司
が

「里
刀
自
」
に
二
月
三
日
に
郡
司
の
職
田
の
田
植
え
の
た
め
に
、

三
六
人
の
農
民
の
召
喚
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
三
六
人
の
名
が
記
さ
れ
、
そ

の
う
ち
三
四
人
の
名
の
右
肩
に
合
点

「、」
ま
た

「足
小
家
」
お
よ
び

「子
於

足
」
の
左
肩
に

「不
」
が
記
載
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「合
汁
四
人
」
は
、

召
喚
当
日
の
出
欠
を
確
認
し
た
後
の
記
載
と
考
え
て
お
き
た
い
。
裏
面
は
、
三

行
構
成
と
判
断
さ
れ
、
施
行
文
言
と
、
大
領
の
位
署
部
分
に

「於
保
臣
」
と
ウ

ジ
名
の
み
記
し
、
最
終
行
に

「
二
月

一
日
」
と
記
す
。
②
は
、
下
端
が
折
損
し

て
い
る
が
、
短
冊
型
に
な
る
と
思
わ
れ
る
木
簡
。
郡
司
か
ら

「立
屋
津
」
の
長

で
あ
る

「伴
マ
福
麿
」
に
宛
て
た
郡
符
木
簡
で
、
人
σ
召
換
を
ヽ
じ
た
も
の
で

あ
る
。
墨
痕
は
き
わ
め
て
鮮
明
で
、
材
質
は
モ
ミ
属
で
あ
る
。
①
は
、
長
方
形

の
材
の

一
端
に
左
右
か
ら
切
込
み
を
入
れ
、
頭
部
の
角
を
落
し
て
荷
札
状
と
し

て
い
る
が
、
公
癖
米
の
返
抄
木
簡
で
、
裏
面
に
は
、
「仁
寿
三
年
十
月
□
Ｂ
」

（八
五
三
年
）
の
年
紀
が
見
ら
れ
る
。
材
質
は
モ
ミ
属
。
⑩
の
表

一
行
日
の

「
二
」
と

「
一
」
の
下
の
文
字
は

「遍
」
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
ω
は
、
付
札
木

簡
で
あ
る
。
左
辺
上
方
に
あ
る
四
つ
の
切
り
込
み
と
量
目

「
四
斗
」
と
を
対
応

す
る
と
み
な
す
な
ら
ば
、
中
国
で
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る

〃刻
歯

木
簡
″
に
類
す
る
我
が
国
の
用
例
の
可
能
性
を
想
定
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。



1994年出土の木簡

材
質
は
カ
ヤ
で
あ
る
。
い
の

一
字
目
は
○
印
の
中
に
記
号
を
書
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
ほ
か
、
文
書
木
簡
が
い
か
ら
⑪
の
六
点
、
貢
進
物
付
札
が
⑪
か
ら
ω

・

⑬
か
ら
の
ま
で
の
一
一
点
、
写
経
と
思
わ
れ
る
の
や
定
規
⑭

・
習
書
働
な
ど
が

三
点
、
内
容
不
明
人
点
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
木
簡
も
遺
跡
の
隆
盛
期
で
あ

る
九
世
紀
半
ば
か
ら

一
〇
世
紀
代
の
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
釈
読
や
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

『荒
田
目
条
里
遺
跡
　
木
簡
は
語
る
』
盆

九
九
二
年
）

（吉
田
生
哉
）

福
島
・矢
玉
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
会
津
若
松
市
高
野
町
大
字
界
沢
字
村
西

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
六
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
萩
生
田
和
郎

・
石
本
哲
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

矢
玉
遺
跡
は
、
福
島
県
の
西
部
、
会
津
盆
地
の
中
心
部
か
ら
や
や
東
寄
り
の

平
坦
部
、
会
津
若
松
市
の
市
街
地
か
ら
北
西
約
六
血
に
位
置
し
て
い
る
。
会
津

一　
・
囲
　
　
盆
地
の
郡
行
の
最
有
力
候
補
地

井
‐
キ
‐耳一　
　
と
さ
れ
る
、
河
東
町
の
郡
山
遺

上
嘲
、

・一
、
　
　
跡
か
ら
南
西
に
約
二

・
五
血
の

位
置
に
あ
り
、
遺
跡
の
西
を
湯

川
が
流
れ
て
い
る
。
調
査
は
、

県
営
固
場
整
備
事
業
に
伴
い
、

一
九
九
二
年
度
か
ら

一
九
九
四

年
度
の
三
カ
年
に
わ
た
り
実
施




